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研究成果の概要（和文）：液体クロマトグラフ（LC）/分取システム等の機器類を用いて歯牙エナメル質資料に
含まれる個別アミノ酸の単離メソッドのルーチン化を行った。まず目的試料である生物体歯牙サンプル中のアミ
ノ酸存在量の定量を試み、その結果、安定同位体分析に必要となる試料量が、歯牙エナメル質の重量で数百mg以
上であることがわかった。現生動物の歯牙サンプルを対象としたアミノ酸安定同位体比の測定を実施し、食性復
元を行った。

研究成果の概要（英文）：An isolation method of individual amino acids in tooth enamel using a liquid
 chromatography (LC)/fraction collector system has been developed. Quantities of those amino acids 
in each tooth enamel sample were measured to clarify minimum weights for stable isotope analysis. As
 a result, it was found that at least several hundred mg of enamel powder was needed. Besides, 
stable isotope measurements on amino acids from modern animal teeth were conducted. 

研究分野： 自然人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究のねらいはこれまでに分析対象とされなかった歯牙エナメル質に着目し、その保存性の良好さから古い時
代の生物資料の食性を復元する手法を開発することにある。検討の結果、安定同位体分析に必要な資料量が判明
し、今後の古生物、考古学等の研究において分析化学的アプローチを適用するための端緒が開けた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
結晶性の高い骨資料や化石資料の歯牙エナメル質は、それらが形成された当時の生体情報を保
存している可能性がある。エナメル中に残存するタンパクやペプチドもその生体情報のうちの 1
つである。これまでに約 2 百万年前のギガントピテクス歯牙化石に含まれるペプチドの配列解
析に成功した例はあるが、残存する量がわずかであるためにタンパクやその構成要素であるア
ミノ酸の安定同位体比を測定した例はほとんどない。アミノ酸の同位体分析法は現生生物の研
究で開発されてきたものであり、体組織を構成する特定のアミノ酸の同位体比から、その生物の
栄養段階や食物中の窒素源を特定できることが分かっている。 
上述したように、例えば骨に残存するコラーゲンタンパクの安定同位体分析では、一般に保存

状態の良い欧州の環境であっても通常数万年前までの時代の資料を対象とするにとどまる。よ
り古い時代の資料の生体物質の安定同位体比が測定できれば、従来遺伝解析などの生物学的手
法が大勢を占めていた生物進化の研究において、分析化学的アプローチを用いて進化研究を遂
行できるようになるかもしれない。 
 
 
２．研究の目的 
本研究計画では大型哺乳類の歯牙エナメル質に残存する微量タンパクに着目し、その構成アミ
ノ酸ごとの安定同位体比を測ることで、当時の生物の食性を復元する新手法を開発する。この分
析法を確立・応用することで、分析化学に基づいた従来の生物の食性研究の時間軸を拡張し、数
十万年前～数百万年前までの時代をも研究対象となることをデモンストレーションすることが
本研究のねらいである。 
 
 
３．研究の方法 
生物の歯牙エナメル質にはエナメル分泌タンパク
等の様々なタンパクが存在する。これらのタンパク
の一部が分解作用を受けつつも化石・骨資料に残る
が、本計画ではこの残存したタンパクやペプチドの
断片、およびその構成アミノ酸を安定同位体分析の
対象とする。数十万年前よりも古い時代の資料は国
内では入手が困難であるため、まず国内外の研究協
力者の助力を得て資料の収集・整理を行う。 
次に分析法の検討を実施する。まず歯牙エナメル

質の無機成分（ヒドロキシアパタイト）の除去のた
めの脱灰条件を検討する。塩酸等の薬品を用いるこ
とになるが、Tris-HCl を使用するかどうかを判断
し、またその pH や時間・温度等のパラメーターを
最適化する。 
分析対象のタンパク質成分以外の外部由来の有機物を除去する方法を検討する。エナメル質

は結晶性が高いため一般的にエナメル質内部にまで浸透する汚染は少ない。しかし非常に古い
時代の資料で同様のことがいえる確証はないため、この検討を実施する。抽出したタンパク・ペ
プチド断片を加水分解することで遊離アミノ酸とし、液体クロマトグラフ（LC）/蒸発光散乱検
出器（ELSD）により定性・定量分析を行う。その後分取装置を用いて目的の個別アミノ酸を単離
する。単離した個々のアミノ酸を化学洗浄により精製した後、元素分析計／同位体比質量分析計
（EA/IRMS）によりアミノ酸ごとの炭素・窒素同位体比を測定する。 
上記の検討を通して歯牙エナメル質中アミノ酸の安定同位体分析法を確立した後、収集した

化石資料に適用する。 
 
 
４．研究成果 
国内外のつてを通じて、ミャンマー等の地域から出土した更新世の化石資料を入手することが
できた。より若い時代の国内の資料も併せて資料整理をまず実施した。 
歯牙エナメル質からのタンパク質・ペプチド断片の抽出には塩酸が有効であることが分かっ

た。また、LC カラムの選別、保持時間、溶離液の種類などの一通りの検討を行った結果、LC/ELSD/
分取システムを用いた個別アミノ酸の単離メソッドを確立した。LC クロマトグラム上に現れる
ピークエリア面積に基づき、個別アミノ酸の定量を逐次実施した。これらの方法を用いて様々な
歯牙エナメル質資料に含まれるアミノ酸の存在量を分析した。 
現生動物の歯牙サンプルを対象とした分析の結果、安定同位体分析に必要となる試料量が、歯

牙サンプルとしての重量で数百 mg 以上であることがわかった。これらの検討により、将来的に

分析に供した歯牙エナメル質資料の例 



過去の生物遺骸にも本手法を応用する端緒が開けた。 
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